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三原市ふるさと大使 谷原章介さん 

  (資料提供：三原市） 

撮影場所 ： 筆影山 



三原ってどんなとこ？ 
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小早川隆景 



三原市の背景 

三原市は、他の市と比べ 
「生活習慣病の中に占める
糖尿病の割合が高い」 

3 

三原人口： ９６,０１１名  

検診率   三原市 広島県 全国 

生 活 
習慣病 

糖尿病 27.4% 27.2% 20.3% 

高血圧症 54.6% 56.8% 47.9% 

脂 質異 常 症 30.5% 33.9% 25.7% 

市町国保状況 平成２７年度 



結果カードに記入 
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５．５ 以下 ５．６  以上  ～ 
６．４  以下 ６．５ 以上 

ブルーゾーン イエローゾーン レッドゾーン 

現状維持 生活指導 直ちに受診勧奨 

参考基準値は「検診・保健指導」に合わせ、色で伝える。   
 三原方式！ 



過去３年間の測定結果 

主 な 
事業主 

測定
人数 

協力 
薬局 
（測定器 
台数） 

HbA1ｃ 
５．６以上 

HbA1ｃ 
６．１以上 

HbA1ｃ 
６．５以上 

H２６ 厚生労働省 ３２６ ２(２） 
２０４ 
(６３%) 

６０ 
(１８%) 

２４ 
(７%) 

H２７ 総務省 ３１４ ８(６） 
１７６ 
(５６%) 

４２ 
(１３%) 

８ 
(３%) 

H２８ 三原市 ８０８ 
（三原市以外

を含む） 

２６（１５） 
４８１ 
(５９%) 

１０７ 
(１５%) 

４７ 
(６%) 

5 医師会との連携により、受診勧奨を行う。 



3年間の HbA1cのリスク分類と人数 
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上段：男性 
下段：女性 

※測定者  

１,４４８ 
５９５名（４１%) 

６２４名(４３%) 

１５０名(１０%) 

７９名(６%) 

糖
尿
病
が
否
定
で
き
な
い 

強
く
疑
わ
れ
る 

成人の約6割(HbA1c ５．６以上は、８５３名（５９％））が、 

保健指導上、 であることに驚き！ 

４１ 

８５３名
（５９％） 

男性最高値は、１３．７ 
女性最高値は、１１．５ 

名 



3年間の共通点 

 薬局で簡単に検体測定ができる。 （健康保険証が不要）        

 糖尿病の数値化は説得力がある。 

 検体測定者の約６０％が、 ５．６以上の要注意者。 

 毎回の測定で、６．５以上の人が、６％（糖尿病者）いた。 

 測定後の要注意者には、予防活動を積極的に取り込んだ。 
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三原市花 サツキ 
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平成２７年１０月  再測定を実施。           
２１３名 要注意者 再測定者 ５６名 

5.4

5.5

5.6

5.7

5.8

5.9

6

6.1

平成２６年 平成２７年 

改善３５名の 
平均ＨｂＡ１ｃの変化 

６．０４ 

５．６３ 

年間 
約３００万円の 
医療費削減 

効果⁉ 

０．４１％ 

 低下 

改善者 ３５名 

要注意者（ HbA1c 5.6以上） 
に対しての健康指導 

指導内容は、「糖尿病の理解と、食事と運動」 
  平成２６年度 市民健康教室 

  薬剤師／管理栄養士／理学療法士 多職種で！ 
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全国初 
平成２６年度、２７年度２年間実績

により、検体測定の有益性が認め

られ、平成２８年度に市の委託事

業として予算化された。 
 

地元祭り 宮島祭 
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予算化された平成28年度の取り組み 

「検診未受診者に、糖尿病リスク測定をきっかけに
検診を促し、受診率アップを図る」 
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 測定機器代金の一部と、７５０名分の消耗品費、 
 薬剤師の指導料に予算（全国初）がついた！ 
 
 

無料でHbA1cと血糖値とBMIを測定、食事と運動の 
ｱﾝｹｰﾄと健康指導 ＋ 検診の受診勧奨 

薬剤師会 
 

三原市 
 

三原市の委託事業として実施 



12 

三原薬剤師会会員薬局                                         

三原市民健康まつり・三原市久井町健康まつり 
日赤病院糖尿病予防しん祭！          

５２薬局中 ２６件実施                         
三原薬剤
師会会員 

１０９名中 

約８０名の 

薬剤師が 
関わった。 

三原薬剤師会の取り組み 
～平成２８年度：３年目～ 

５５０人 

２５８人 

ちなみにH２９年度の 
三原市内のイベントでの測定

者は３００人超えたんじゃ!! 



平成２６年    

 ２４．６％ 

平成２７年 

 ２５．８％ 
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その結果 
薬局が、検診率アップに貢献 

三原市民 ９６，３７４人 ４０～７４歳の市民４５，０３０人（平成２９年４月３０日付） 
平成２７年度：４０～７４歳の国保１６，９２０人 受診者４，３５９人（２５．８％） 

三原市の検診受診率 
（４０歳以上～７５歳未満） 

主に国保加入者 

糖尿病リスク測定 

１７２人 
  

うち１２４人 （７２％） 
国保加入者 

検診受診  

６５１人 

４人に１人 
 が検診受診 

平成２８年 
 ２６．７％ 



まとめと展望 

検体測定は、セルフメディケーションの意識を高
め、医療費削減に貢献する有効アイテムである。 

平成２９年度三原市委託事業として継続中、 
 平成３０年度・３１年度、三原市の予算が継続予定。 
２薬局から２６薬局へ、かかりつけ薬局機能から 

 地域貢献へのさらなる飛躍となる。 
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三原城 夜景 
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